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 「如何にして、ゲノム情報の発現が制御されているのか」を明らかにするこ

とは、生命科学の最も基本的で最も重要な研究テーマの１つである。近年、エ

ピジェネティックな機構がゲノム情報の発現制御に重要な役割を持つことが数

多く示されている。ここでは、DNAのメチル化、ヒストンの様々な化学修飾、

non-coding RNAなど様々なエピジェネティック情報が遺伝子発現制御を含むク

ロマチン構造・機能制御の調節に寄与している。特に、近年、ヒストンのメチ

ル化修飾がクロマチン構造・機能制御のエピジェネティック情報として様々に

利用されていることが示されてきた。本講演では、我々がこれまで解析を行っ

てきたヒストンリジンメチル化酵素および脱メチル化酵素を例に取りながら、

ヒストンメチル化修飾の機能と制御、生命機能制御における役割などに関して、

議論してみたい。 
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